
安芸トピックス地域の情報をお届け！

毎
週
木
曜
日
18
時
56
分
か
ら
放
送
し
て
い
る
Ｒ
Ｃ
Ｃ
テ
レ

ビ
「
つ
な
ぐ
大
地
の
絆
―
Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
―
」
に
安
芸
区
畑
賀

町
に
あ
る
平
田
農
園
の
平
田
幸
生
さ
ん
と
、
安
芸
区
阿
戸
町

の
阿
戸
町
農
事
研
究
会
の
み
な
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
広
島
県
内
で
農
産
物
を
作
る
生
産
者
な
ど

食
と
農
に
関
わ
る
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
取
り
組
み
な
ど

紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
田
さ
ん
は
養
蜂
を
行
な
い
、
天
然
生
蜂
蜜
を
生
産
さ
れ

て
い
る
様
子
、
阿
戸
町
農
事
研
究
会
の
み
な
さ
ん
は
、
地
元

産
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を

使
っ
て
コ
ン
ニ
ャ
ク
を

製
造
さ
れ
て
い
る
様
子

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
過
去

の
放
送
回
を
配
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

つ
な
ぐ
大
地
の
絆
―
Ｂａ
ｔｏｎ
―

Ｊ
Ａ
農
業
青
壮
年
連
盟
は
5
月
19
日
、
Ｊ

Ａ
安
芸
地
域
本
部
で
通
常
総
会
を
開
き
、
Ｊ

Ａ
の
竹
之
内
次
夫
常
務
ら
21
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
活
動
報
告
や
決
算
、
事
業
計

画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
新
委
員
長
に
小
田
原
勝
好
さ
ん
を
選
任
し

ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
は
、
共
同
栽
培
・
出
荷
な

ど
で
栽
培
普
及
を
推
進
し
、
地
域
農
業
を
振

興
す
る
事
業
へ
の
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。

総
会
後
は
懇
親
会
を
行
な
い
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

5
月
24
日
、
旧
追
分
支
店
に
加
工
所
が
完

成
し
ま
し
た
。
安
芸
地
域
本
部
で
は
、
初
め

て
の
加
工
施
設
と
な
り
ま
す
。

管
内
産
の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど

を
開
発
し
、
6
次
産
業
化
の
推
進
を
め
ざ
し

ま
す
。

女
性
部
な
ど
の
組
織
が
主
体
と
な
っ
て
、

漬
物
や
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
こ
ん
に
ゃ
く

な
ど
の
加
工
品
を
製
造
す
る
予
定
で
す
。

安
芸
地
域
本
部
の
竹
之
内
次
夫
常
務
は

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
魅
力
づ
く

り
の
新
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

農
業
青
壮
年
連
盟
総
会
開
催
！

加
工
所
が
完
成
し
ま
し
た
！

▲�完成した加工施設

▲�「コンニャク」を製造する阿戸町農事研究会の
みなさん

▲�「安芸の蜂蜜」を生産する
平田さん

▲議案は満場一致で承認されました。

安芸地域本部
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共済課

ＪＡの自動車共済　お問い合わせは、各支店窓口までお気軽にご相談ください。 　  共済課 （082）822-2384問

①
中
干
し
に
つ
い
て

中
干
し
と
は
、
夏
の
暑
い
時
期
に
田
の
水

を
抜
い
て
、
土
に
ひ
び
が
入
る
ま
で
乾
か
す

作
業
で
す
。
根
が
強
く
張
る
よ
う
に
土
中
に

酸
素
を
供
給
し
て
根
腐
れ
を
防
ぎ
、
根
の
活

力
を
高
め
る
、
無
効
分
げ
つ
の
発
生
を
抑
え

過
繁
茂
を
防
ぐ
、
田
面
を
硬
く
す
る
こ
と
で

収
穫
作
業
の
効
率
化
を
図
れ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。
１
株
20
本
程
度
の
茎
数
が
確

保
で
き
た
ら
、
中
干
し
を
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
水
が
抜
け
に
く
い
部
分
が
あ
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
溝
切
り
機
な
ど
で
水
が
流

れ
や
す
い
溝
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

中
干
し
後
は
間
断
か
ん
が
い
に
戻
し
ま

す
。
一
度
に
水
を
溜
め
て
し
ま
う
と
、
中
干

し
に
よ
り
乾
燥
し
た
根
が
急
激
な
環
境
変
化

に
対
応
で
き
な
く
な
り
、
根
や
葉
先
が
傷
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
根
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
走
り
水
を
行

な
っ
て
、
浅
水
か
ら
徐
々
に
湛
水
状
態
に
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
穂
肥
に
つ
い
て

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
穂
肥
の
時
期
に
入
っ
て
き

ま
す
。
目
安
と
し
て
幼
穂
長
が
1・
5
㎜
の

時
が
出
穂
24
日
前
で
穂
肥
の
時
期
で
す
。

（
５
月
20
日
田
植
え
の
場
合
は
、
８
月
20
日

前
後
が
出
穂
時
期
と
な
り
、
出
穂
24
日
前
の

７
月
27
日
前
後
が
穂
肥
の
時
期
と
な
り
ま

す
。）
多
木
Ｖ
化
成
を
10
ａ
当
り
15
㎏
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。
基
肥
に
一
発
肥
料
（
中
生

い
～
ね
７
５
５
）
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

穂
肥
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
候
や
生
育

に
よ
っ
て
は
施
用
す
る
方
が
良
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

家
庭
菜
園

①�

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
苗
準

備
に
つ
い
て

７
月
上
中
旬
よ
り
、
夏
ま
き
野
菜
の
播
種

が
始
ま
り
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
て
以
降
、
気

温
が
日
に
日
に
高
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
は
冷
涼

な
気
候
を
好
み
ま
す
。
育
苗
さ
れ
る
場
合

は
、
日
中
に
寒
冷
紗
な
ど
の
資
材
で
被
覆
し

て
気
温
の
低
下
を
図
り
、
健
全
な
苗
作
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

育
苗
の
種
類
で
セ
ル
ト
レ
イ
育
苗
が
あ

り
、
１
２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
を
使
用
し
ま

す
。
潅
水
は
基
本
午
前
中
に
行
な
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ト
レ
イ
の
土
は
非
常
に
乾

き
や
す
い
の
で
、
毎
日
の
潅
水
が
必
要
に
な

り
、
特
に
ト
レ
イ
の
縁
が
乾
き
や
す
い
で

す
。
し
か
し
、
水
を
や
り
す
ぎ
る
と
茎
が
伸

び
た
状
態
の
軟
弱
徒
長
の
苗
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ナ
ス
な
ど
ナ
ス
科
野
菜
の
管
理
に
つ
い
て

梅
雨
が
明
け
、
晴
天
日
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
３
～
４
日
は
潅
水
を
行
な

い
、
乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ナ
ス
は
梅
雨

明
け
後
に
、
水
分
不
足
に
よ
り
つ
や
な
し
果

が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
水
管
理
を
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
温
も
高
く
な
る
の
で
、
株
元
に
敷
ワ
ラ

な
ど
を
敷
い
て
地
温
の
上
昇
を
抑
え
、
根
傷

み
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

収
穫
最
盛
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
肥
切
れ

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
２
週

間
に
１
回
を
目
安
に
追
肥
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

③
ナ
ス
の
更
新
剪
定
に
つ
い
て

梅
雨
が
明
け
、
ハ
ダ
ニ
や
う
ど
ん
こ
病
の

被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ

類
の
吸
汁
に
よ
る
新
芽
の
奇
形
な
ど
も
多
く

な
っ
て
く
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
害

虫
が
多
発
す
る
と
薬
剤
に
よ
る
防
除
も
困
難

と
な
り
ま
す
の
で
、
秋
か
ら
の
増
収
を
狙

い
、
更
新
剪
定
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

時
期
は
、
７
月
下
旬
頃
に
各
主
枝
を
強
い

芽
が
残
る
よ
う
に
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１

の
長
さ
に
切

り
戻
し
ま

す
。
同
じ
タ

イ
ミ
ン
グ
に

追
肥
と
潅
水

を
十
分
施

し
、
枝
を
更

新
さ
せ
ま
す
。
剪
定
後
、
30
日
程
度
で
再
度

収
穫
が
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
ニ
ン
ジ
ン
の
播
種
に
つ
い
て

ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
で
失
敗
し
や
す
い
１
番

の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
発
芽
不

良
で
す
。
６
月
下
旬
～
８
月
下
旬
頃
が
播
種

時
期
と
な
り
ま
す
が
、
発
芽
す
る
ま
で
土
壌

が
乾
燥
す
る
と
発
芽
率
が
著
し
く
低
下
し
ま

す
。
ニ
ン
ジ
ン
の
種
は
発
芽
す
る
際
に
必
要

な
水
分
量
を
吸
収
す
る
力
が
弱
く
、
特
に

コ
ー
ト
種
子
は
播
種
後
一
度
吸
水
さ
せ
た
後

に
乾
燥
さ
せ
る
と
発
芽
が
極
端
に
悪
く
な
り

ま
す
の
で
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

発
芽
ま
で
に
10
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の

で
、
晴
天
が
続
く
日
は
乾
燥
に
注
意
し
て
、

し
っ
か
り
潅
水
を
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ル
チ
を

利
用
す
る
と
、
保
湿
効
果
が
あ
り
、
短
根
や

裂
根
し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
活
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ネ
キ
リ
ム
シ
の
対
策
に
つ
い
て

夏
場
は
、
ネ
キ
リ
ム
シ
の
発
生
が
多
く
な

り
ま
す
。
地
中
の
幼
虫
が
、
定
植
直
後
に
地

際
部
の
茎
が
切
断
さ
れ
る
苗
が
発
生
し
ま

す
。
被
害
株
が
少
な
け
れ
ば
対
策
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
多
い
場
合
は
粒
剤
散
布
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
ま

た
は
ガ
ー
ド
ベ
イ
ト
Ａ
を
活
用
し
て
、
防
除

を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
適
用
作
物
と
使

用
時
期
に
は
注
意
し
て
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

水
　稲

決
算
報
告
Ｊ
Ａ
安
芸
の
令
和
4
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

科　　　目 ＪＡ安芸 （参考）９ＪＡ合計 科　　　目 ＪＡ安芸 （参考）９ＪＡ合計
（資産の部） （負債の部）

  1.信用事業資産 145,495,900 1,293,134,470   1.信用事業負債 144,714,307 1,301,678,702
  2.共済事業資産 133 39,676   2.共済事業負債 283,899 4,046,838
  3.経済事業資産 165,872 6,751,204   3.経済事業負債 79,544 4,492,318
  4.雑資産 409,649 3,440,848   4.設備借入金 － 69,562
  5.固定資産 2,241,754 34,178,071   5.雑負債 318,362 3,750,355
  6.外部出資 4,141,500 47,961,832   6.諸引当金 213,212 2,706,138
  7.前払年金費用 － 127,322   7.繰延税金負債 － 2,625
  8.繰延税金資産 79,438 676,270   8.再評価に係る繰延税金負債 203,787 3,510,368
  負債の部合計 145,813,113 1,320,256,910

（純資産の部）
  1.組合員資本 6,188,164 60,663,143
  2.評価・換算差額等 532,972 5,389,642

純資産の部合計 6,721,136 60,052,785
資産の部合計 152,534,249 1,386,309,696 負債及び純資産の部合計 152,534,249 1,386,309,696

貸　借　対　照　表　令和４年度（令和５年３月31日現在）

損　益　計　算　書　令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

（単位：千円）

（単位：千円）
科　　　目 ＪＡ安芸 （参考）９ＪＡ合計

事業総利益 ① 1,934,836 17,883,346
うち信用事業総利益 1,080,507 8,771,589
うち共済事業総利益 361,143 5,133,026
うち購買事業総利益 175,928 1,766,907
うち販売事業総利益 1,541 635,018
うちその他事業総利益 312,189 1,766,979
うち指導事業収支差額 3,526 ▲ 190,176

事業管理費 ② 1,837,067 16,297,648
事業利益 ③＝①－② 97,769 1,585,697
経常利益 ④ 147,049 2,269,241
税引前当期利益 ⑤ 30,012 ▲ 1,502,080
法人税等合計 ⑥ ▲ 821 ▲ 248,893
当期剰余金 ⑦＝⑤－⑥ 30,834 ▲ 1,253,187
当期首繰越剰余金 ⑧ 77,898 2,882,367
任意積立金等取崩額 ⑨ 405,438 4,311,149
出資配当代わり金 ⑩ ▲ 24,330 ▲ 158,054
当期未処分剰余金 ⑪＝⑦＋⑧＋⑨＋⑩ 489,840 5,782,275

安芸地域本部安芸地域本部

なるほどえ～のぅ!営農情報
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各種相談会開催のご案内

「みらい相談会」を開催しています。�
専門の社会保険労務士がご相談を承ります。
※11：30～13：00の間は開催しておりません。

毎週水曜日に「税務相談会」を
開催しています。�
※12：00～13：00の間は開催しておりません。

　年金相談や相続・葬儀相談などくらしの悩み事や心配事
の相談を個別に承っております。お気軽にご相談ください。

　組合員の方なら無料で税理士による税務相談を受けられ
ますので、お気軽にご相談ください。
※日程・会場については、変更となる場合がありますのでご了承ください。

問  生活課 （082）822-1369

問  総務課 （082）822-0076

月　日 時　間 会　場
7月12日（水） 9：30～15：00 東海田支店
7月19日（水） 9：30～15：00 熊野支店
7月26日（水） 9：30～15：00 坂支店

月　日 時　間 会　場
7月12日（水） 9：30～15：00 中野支店
7月19日（水） 9：30～15：00 熊野支店
7月26日（水） 9：30～15：00 坂支店
８月２日（水） 9：30～15：00 海田市支店

ギフトセンター海田店

お中元はギフトセンターへ
　人気のフルーツゼリーやアイスなどのスイーツやコーヒー、
ハム、うなぎなど送ってよろこばれるお中元ギフトを豊富に取
り揃えております。
　みなさまぜひご利用ください。

ギフトセンター海田店 （082）822-1616
所 在 地／安芸郡海田町窪町8-8
営業時間／9：00～17：00　定休日／水曜日・日曜日

問

購買課

ＪＡの白アリ駆除
　お問い合せは、お近くの支店、またはアグリセ
ンターまでお気軽にご相談ください。
※ 診断・施工はＪＡ取扱業者（株式会社アサンテ）

が行ないます。
問  購買課 （082）822-1367

▲�各種ギフト商品や管内加工品など豊富に取り
揃えております。

安芸地域本部
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